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第三回外部評価委員会の開催への感謝 

第三回外部評価委員会を今年も持つことができたことに感謝いたします。前年に引き続き、

県立西原高等学校校長の島田純先生、西原町からは上野良太企画財政課主幹様、琉球大学で

長年教授として教鞭を取られ、退官後も N P O 法人「エンパワメント沖縄」の理事長とし

てご活躍の高嶺豊先生が、外部評価委員として私どもの大学の状況を外部からの眼でつぶ

さに評価していただきました。評価委員会は、高嶺先生の司会をもって進行しました。外部

委員の御三方は、いずれも本学院と深い関係性と親和感の中で真摯に質問し議論し提案を

してくださいましたことはいつもながら頭の下がる思いです。 

本評価委員会で提示いたしました本学院の「第 5 次中長期計画」について、2023 年度自

己点検結果について引き続き検討をするという作業を行いました。昨年から点検における

数値目標を導入しましたが、これによってより可視化された達成率を前年度と比較する形で

報告をすることができるようになりました。評価委員の方々に、これまで以上に明確な本学

の現状を提示することができるようになったのですが、今年はこの数値目標の達成率が昨

年よりも全体的に改善されていることが示されました。2022 年度は、全体として達成度

100％の施策が 5 項目でしたが、2023 年度は 8 項目になったこと、０％の施策が３項目あ

ったのが、2023 年度は１項目に減少しているという点を報告・比較をすることで、これら

に対する質問と議論は深まりを見せました。そのような意味で、今年度の委員会はより具体

的で詳細なものとなった感がありました。安定的な学生確保、TOEIC の受験結果の利用、

広報のための方策・魅力ある大学の発信について、他にも中退学の問題への対処、I C T 活

用のためのパソコンの所有率の向上について等、外部評価委員の皆さんの積極的なご意見

をいただきました。 

嬉しく思ったのは、 「中長期Ⅱ」に関してアジアと世界への貢献、SDGs、近隣社会・企業・

機関との協力関係など、本学が教育理念として大切にしていることへの深い共感からのアド

ヴァイスをいただいたことでした。学外からの視点を持って評価する委員の方々が、本学の

教育理念を深く理解した上でしっかりと提言をしてくださることで、単なる外部評価で終

わるのではなく大学と共なる地域・教育の協働者という感を深くした次第です。再度、委員

の皆様方には深く感謝いたします。 

沖縄キリスト教学院大学 

沖縄キリスト教短期大学 

学長 金  永 秀 
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１．外部評価の実施について 

学校法人沖縄キリスト教学院は、2022 年 3 月に第５次中長期計画（計画期間：2022～2027 年度）

を策定した。第５次中長期計画では、初の試みとして各施策にできる限り数値目標を設定したアクシ

ョンプランを併せて策定し、毎年度進捗状況を点検することとしている。沖縄キリスト教学院大学及

び沖縄キリスト教短期大学（以下、「本学」という）では、この取り組みを実質化し、そして社会のニ

ーズと照らし合わせながら都度反映できるよう、中長期計画の取組状況を外部評価委員会へ諮ること

とした。 

 ついては、沖縄キリスト教学院外部評価委員会規程に則り、2024 年度外部評価委員会を 2024 年 8

月 27 日に実施し、学外の学識者や地域から選出した外部評価委員と学内関係者において活発な意見

交換を行った。 

 報告書としては、外部評価委員会議事録と、外部評価結果を学内に報告し取組に反映するための自

己点検・評価・改善委員会議事録をもって取りまとめることとする。 
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２．外部評価委員会出席者名簿 

（１）外部評価委員 

分 野 氏 名 所 属 ・ 役 職 

学識 高嶺
たかみね

 豊
ゆたか

NPO法人エンパワメント沖縄 理事長 

地域 島田
し ま だ

 純
じゅん

沖縄県立西原高等学校 校長 

地域 上野
う え の

 良
りょう

太
た

西原町役場 総務部企画財政課主幹 

（２）沖縄キリスト教学院大学・沖縄キリスト教短期大学役員・教職員 

役 職 氏 名 所 属 

理事長 伊
い

波
は

美智子
み ち こ

 学校法人沖縄キリスト教学院 

学長 金
きむ

 永
よん

秀
す 沖縄キリスト教学院大学 

沖縄キリスト教短期大学 

副学長 上
うえ

地
ち

恵
けい

龍
りゅう 沖縄キリスト教学院大学 人文学部 

観光文化学科 特任教授 

人文学部長 新
あら

垣
かき

 誠
まこと 沖縄キリスト教学院大学 人文学部 

英語コミュニケーション学科 教授 

短期大学部長 照屋
て る や

 建
けん

太
た 沖縄キリスト教短期大学 

地域こども保育学科 教授 

教学支援部長 

IRセンター長 
城
しろ

間
ま

仙
せん

子
こ 沖縄キリスト教学院大学 人文学部 

英語コミュニケーション学科 教授 

学生支援部長 新垣
あらかき

 友子
と も こ

 
沖縄キリスト教学院大学 人文学部 

英語コミュニケーション学科 教授 

事務局長 與那
よ な

原
はら

 馨
かおる

学校法人沖縄キリスト教学院 

企画推進課長 真
ま

栄田
え だ

 美奈
み な

 学校法人沖縄キリスト教学院 
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３．外部評価委員会議事録 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

2024 年度沖縄キリスト教学院外部評価委員会 議事録 

日 時：2024年 8月 27日（火）13：30～15：30 

場 所：SHALOM会館 1-2教室 

外部評価委員：高嶺豊（NPO 法人エンパワメント沖縄理事長）、島田純（西原高等学校校長）、 

上野良太（西原町役場総務部企画財政課主幹） 

学内出席者：伊波美智子（理事長）、金永秀（学長）、上地恵龍（副学長）、新垣誠（人文学部長）、

照屋建太（短期大学部長）、城間仙子（教学支援部長兼 IRセンター長）、新垣友子（学

生支援部長）、真栄田美奈（企画推進課長） 

陪    席：内間貴士（企画推進課書記）、森龍人（企画推進課書記） 

欠 席 者：與那原馨（事務局長） 

 真栄田企画推進課長の進行により次第に沿って進め、2023 年度に引き続き高嶺豊委員を委員長と

して全会一致で選出後は、以下の議題について高嶺委員長により進行した。 

議題 

１．第５次中長期計画 2023 年度自己点検結果について 

 資料について真栄田企画推進課長より説明し、金学長より 2023 年度自己点検結果について総括を

述べた。 

― 資料説明内容 省略 ― 

金 学 長： 

 「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン」では学生が何を学ぶことができるのか明

確にすることや、学修者本位の教育の実現が掲げられている。教育の質保証や内部質保証が

問われ、情報を公表し社会に共有するという流れの中、本学も教育活動等の質的向上を目指

し、委員の方々にご協力いただき、第 3回目の外部評価委員会を開催している。

 中長期目標の 2023年度達成度状況を前年度と比較すると、中長期目標Ⅰが 47.8％（2022年

度 40.9％）、Ⅱが 42.2％（2022 年度 27.6％）、Ⅲが 71.9％（2022 年度 55.7％）となり、学

院全体として達成度は上昇し進捗があったと評価している。

 新学科設置・改組に係る取り組みや英語教育センターの設立、沖縄の幼児教育への貢献やキ

リスト教を基礎とした社会貢献活動、また近隣高校との連携など、達成度 100％の施策が 8

項目（2022年度 5項目）あったのに対し、達成度 0％の施策は 1項目（2022年度は 3項目）

となった（詳細 P11・12）。項目別の取り組みが活発に行われた結果と捉えている。

 特に、2024年 4月の人文学部「観光文化学科」設置や、短期大学保育科の「地域こども保育

学科」への学科名称変更、英語科の募集停止については、特筆すべきことであった。

 昨年度は短大認証評価があり、教学マネジメント確立とその体制について高い評価を頂いた。 

 様々な課題が見えてきたが、海外留学プログラムに関しては、交流協定を締結した韓信大学

校と更なる取り組みに向け今年度は動き出している状況である。
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続いて、資料をもとに以下の内容の意見交換がなされた。 

 

上 野 委 員： 

 達成状況を評価する際、前年度と比較し増減率が見える様式が望ましいのではないか

（P11・12）。 

 「安定的な学生の確保」（中長期目標Ⅲ（1））に関し、観光文化学科について、志願状況は

どうだったのか。 

城間教学支援部長： 

 2024 年度新設の観光文化学科は定員 90 名のところ 57 名の入学者数となった。定員を下

回った理由については、認可が８月末となり、学生募集活動や入試に係る広報が想定時期

より遅れたことが要因の一つと考えられる。 

 県内高校等における学科の認知度を高めていくこと、また観光・文化の専門的な学びやマ

ネジメントできる人材育成として、本学の特色あるカリキュラムをすすめていくことが大

切と考える。  

上 野 委 員： 

 入学定員を集めることは大学経営の観点から重要であり、定員充足に係る課題について結

果分析することは大切である。 

 大学広報誌について大学より設置依頼があり、西原町公共施設で配布している。今後はパ

ンフレット（紙媒体）だけでなく、SNSやCMなど、魅力的な広報の方法について検討す

ることが必要である。 

島 田 委 員： 

 観光文化学科の特色を活かして、沖縄の文化という観点から、県内北部に建設予定のアミ

ューズメントパークとの今後の関わり合いも期待できるのではないか。 

 「中退学率の減少」（中長期目標Ⅰ（3）学生支援の充実②）について、根本的な退学の要

因は何か。また退学率が減少した理由は何だったのか。 

城間教学支援部長： 

 英語コミュニケーション学科の退学理由については進路変更が多かった。特に 1・2 年次

で進路について悩み退学に至るケースが見られるため、キャリア教育を含む初年次教育の

充実に力を注いできた。 

 経済的理由での退学は意外に多くはない。修学支援の奨学金の利用もあり、大学としては、

学生が受給資格を失わないよう、成績や出席に係る指導を行っている。 

新垣(友)学生支援部長： 

 学び始めの早い段階で英語系のコミュニケーション・クラスについていけず、学習意欲が

低下し不登校となった学生も数名みられた。 

 成績不振からの退学に繋がらないよう、アドバイザー教員との連絡を密にとるなどの対策

をとっている。 

島 田 委 員： 

 次年度の推薦入試に関わる中で、「認定絵本士」の資格取得可能（※地域こども保育学科）

という点に魅力を感じたという声があった。大学案内、オープンキャンパス等において、

大学の魅力発信を期待している。 

 「修学ポートフォリオを活用した学生の学修成果の向上」（中長期目標Ⅰ（1）③）につい

て、修学ポートフォリオはアプリのようなものか。学びの蓄積をするシステムなのか。 
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城間教学支援部長： 

 学修支援システムで、学籍情報や成績を管理し、学修成果の把握に活用している。各学期

の成績による達成度状況や学生の自己評価を可視化している。 

島 田 委 員： 

 大学 HP 上の YouTube や Instagram による情報発信が充実している印象。広報という視

点でホームページや SNS は高校生にとって有効なツールとなるため、今後も更なる発信

をしていただきたい。 

真栄田企画推進課長： 

 広報の一環として SNS による情報発信に力を入れている。現在は Instagram を中心に、

学内行事や学生の情報を毎週 2、3件程度発信している。（「大学広報体制の構築・強化」

（中長期目標Ⅲ（2）① ）） 

 観光文化学科の開設に関連して、新聞協賛広告やテレビCM広告、バス広告（ハーフラッ

ピング、車内シート）を活用した。 

高 嶺 委 員 長： 

 SNS を活用した学生アルバイトによる自由な大学の情報発信を検討してはどうか。 

真栄田企画推進課長： 

 昨年度まで広報サークルの学生による大学魅力発信の活動が活発であった。 

高 嶺 委 員 長： 

 3 学科の大学・短大として、各学科や分野の学びの特徴を打ち出し、総合大学との違いで

ブランドイメージを強化していくのが良いのではないか。 

 TOEIC受験成果（「資格取得支援の充実」中長期目標Ⅰ（2）③）や、英語教育センター設

立による英語教育の充実（中長期目標Ⅰ（1）④）などの項目があるが、検定資格は社会で

評価されるため、学生には受験してもらうのが望ましい。留学の際にもTOEFLスコアな

どの社会的評価が求められる。 

 全体の 37％の学生がノートパソコンまたはタブレットを保持していることについては保

持率が低く（「ICTを活用した教育システムの構築」中長期目標Ⅰ（5）②）、情報化社会

で通用するためにも、大学が支援するなどして学生全員が所有することが望ましい。 

 達成状況については、前年度の数値と比較できる表が望ましい（P11・12）。 

 「沖縄社会とアジアと世界への貢献」（中長期目標Ⅱ）に関して、コロナ禍も明けた今、学

生のうちにアジアに行き体感してほしい。韓国、タイ、ベトナムなどアジア地域において

交流することは、学生が刺激を受ける機会となり重要である。 

上 地 副 学 長： 

 学生支援部長時（2023年度迄）には、1・2年次（3・4年次ゼミ前）の学生にパソコン購

入を推奨し、スマホ利用のみでなくパソコンの重要性について強く伝えていた。また、大

学から学生へのパソコン貸出も行っている。 

新垣(友)学生支援部長： 

 キャリア支援課では英語教育センターと連携し「英検対策講座」を実施しており、同様に

TOEICについても対策講座の開設を考えているところである。英検は、2次試験に向けた

対策講座の効果が見られる。 

 英検 IBAを導入しているが、合格・不合格ではなくスコアが出るため、学生に次の目標を

設定させ指導している。 

上 地 副 学 長： 

 観光文化学科を開設して半年、認知度を上げるための広報に力を入れている。

「SDGｓと観光」授業に関する新聞記事掲載や、県文化振興会主催の観光におけ
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る文化資源の活用に関するパネルディスカッションへの教員登壇など、積極的に

取り組んでいる。 

 学科の存在意義や他大学との差別化、地域密着、社会貢献について、高校生や保

護者、メディアに向けて情報発信をしている。 

 学生に対し保護者や大学が三位一体となってサポートする体制を構築している。 

高 嶺 委 員 長： 

 「近隣自治体、企業団体等との連携」（中長期目標Ⅱ（1）④）で一般財団法人沖縄観光コ

ンベンションビューローや有限会社 FEC オフィスと締結した包括連携協定の内容はどう

いうものか。 

新垣(誠)人文学部長： 

 英語コミュニケーション学科ではパフォーマンス学に焦点をあて、授業「身体表現ワー

クショップ」を立ち上げた。有限会社 FECオフィスは県内のお笑い団体であり、授業

内容に関して連携協力し、芸人さんにスキルを活かした講師となってもらい、学生はアウ

トプットによりコミュニケーション力の上達や自己表現の成長を実感できる授業となっ

ている。  

上地副学長： 

 一般財団法人沖縄観光コンベンションビューローとの包括連携協定では、OCVBが実施す

るインターンシップへの学生の受入に関すること、観光産業等の人材育成・キャリア形成

に資する支援に関すること、講師派遣に関すること等において、連携協力を定めている。 

 大学生による社会への提言は世間から求められているが、観光文化学科の学生が 3、4 年

次になるにつれ取り組めることが出てくるであろう。 

新垣(誠)人文学部長： 

 中長期目標Ⅱの（2）アジアと世界への貢献「①アジアの学びと交流、マイノリティーへの

学びと理解、沖縄・自己の理解の深化」について、今年度は大学開学 20 周年記念イベン

トがあり、済州（チェジュ）大学生とのシンポジウム「平和と観光（仮）」を企画して

いる。また、授業「海外研修（アジアボランティア）」において、コロナ前までフィリ

ピン、昨年度はラオスを訪れ活動した。 

 これからのことではあるが沖縄地域社会への貢献として、西原町にご協力いただき「やさ

しい日本語」活用に関する授業を展開していくことは可能か、検討し取り組んでいきたい。 

金 学 長： 

 今後、アジアの学びと交流、マイノリティーへの学びと理解に向き合うことは、これまで

本学が大事にしてきた国際性とも通じ重要なことである。 

伊 波 理 事 長： 

 情報開示し外部評価の充実が求められる時代に、大学のことを応援くださる外部評価委員

の方々より、前向きで建設的なご意見をいただけたことはありがたい。 

 地方にある私学の役割を認識し、評価される大学となる必要がある。  

 

２．その他 

 

 特になし。 

 

以 上 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
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４．自己点検・評価・改善委員会議事録（一部抜粋） 

（１）沖縄キリスト教学院大学 自己点検・評価・改善委員会議事録 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

2024年度 第 3回 

沖縄キリスト教学院大学 自己点検・評価・改善委員会   

議  事  録 

 

日 時：2024年 9月 25日（水）10：30 ～ 11：30 

場 所：オンライン（Microsoft Teams） 

構 成： ■金  永秀 (学長・宗教部長*委員長)  ■新垣  誠 (人文学部長・研究科長*ＬＯ)   

■城間 仙子 (教学支援部長)       ■新垣 友子 (学生支援部長)          

■上原 明子（図書館長）        ■大城 直人 (英コミ学科長)  

■與那原 馨 (事務局長)          

委 任： ■平野 典男 （観光文化学科長）         

陪 席： ■真栄田 美奈（企画推進課長）       ■内間 貴士 （企画推進課書記） 

                                               

 

【報告承認事項】※四大・短大 自己点検・評価改善委員会共通 

 

■１. 外部評価委員会 実施報告 

 

別紙①「2024年度 沖縄キリスト教学院外部評価委員会 議事録」 

◆2024年 8月 27日（火）に、「2024年度沖縄キリスト教学院外部評価委員会」が実施された。当

該委員会では「第 5次中長期計画及び第 5次中長期アクションプラン」に基づく取り組み内容の

進捗状況結果を中心に、外部評価委員、学内出席者にて議論を行っている。今回の会議の内容に

ついては、真栄田企画推進課長より別紙①「2024年度沖縄キリスト教学院外部評価委員会 議事

録」を基に報告がなされ、その内容、公表について「問題なし」として全会一致で承認された。

その上で当該議事録は、外部評価報告書の一部としてまとめられ、後日本学公式ウェブサイトに

て公表されることが確認された。 

また、外部評価委員からの提言及び意見については、学内担当部署にて内容を共有し、改善向

上に反映させるよう確認がなされた。 

 

（外部評価委員の意見の一部抜粋） 

 ・観光文化学科について、志願状況はどうだったか。（回答は別紙①P2 L8～13参照）【中長期目

標Ⅲ(1)】 

 ・定員充足は重要課題であり、課題の結果分析は大切である。 

・中退学率の減少の理由は何であったか。（回答は別紙①P2 L26～35参照）【中長期目標Ⅰ(3)】 

・大学ホームページ上 YouTubeや Instagramによる情報発信が充実している印象である。広報

という視点でホームページや SNS は高校生にとって有効なツールとなるため、今後も更なる

発信をしてほしい。【中長期目標Ⅲ(2)①】 
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 ・TOEICの受験成果や、英語教育センター設立による英語教育の充実に関連して、検定資格は社   

会で評価されるため、学生には受験してもらうのが望ましい。留学の際にも TOEFL スコアな

どの社会的評価が求められている.【中長期目標Ⅰ(2)③】 

  ・ICT活用に関連して、ノート PC等の保持率が低い。【中長期目標Ⅰ(5)②】 

 ・沖縄社会とアジアと世界への貢献に関連して、刺激を受ける重要な機会として、学生のうち

にアジアに行き、海外を体験してほしい。【中長期目標Ⅱ】 

 

 

（主な質問） 

 外部評価委員委員長より質問のあった TOEICの件について。高校までは英検が重視されるが、

外部からみた場合、大学では TOEICが重要視されるという印象があるのか。 

→（回答）社会が求める英語力としては、TOEICがわかりやすい指標として広く認知されている

と考えられる。 

→（回答を受けての意見）英語科における TOEICの体制は、今後英語コミュニケーション学科

に移管されるはずなので、第三者評価も見据えた形で備えていくべきと考える。 

 

 

 

 

 

 

（２）沖縄キリスト教短期大学 自己点検・評価・改善委員会議事録 

-------------------------------------------------------------------------------------------------- 

2024年度 第 2回 

沖縄キリスト教短期大学 自己点検・評価・改善委員会   

議  事  録 

 

日 時：2024年 9月 25日（水）10：30 ～ 11：30 

場 所：オンライン（Microsoft Teams） 

構 成：■金  永秀(学長／宗教部長*委員長)   ■照屋 建太(短期大学部長) 

■城間 仙子(教学支援部長)       ■新垣 友子(学生支援部長) 

■上原 明子(図書館長)          ■浜川  仁(英語科運営委員長) 

■大城 りえ（地域こども保育学科長）  ■與那原 馨(事務局長)        

陪 席：■真栄田 美奈（企画推進課長）      ■内間 貴士（企画推進課書記） 

                                               

 

【報告承認事項】※四大・短大 自己点検・評価改善委員会共通 

 

■１. 外部評価委員会 実施報告 

別紙①「2024年度 沖縄キリスト教学院外部評価委員会 議事録」 
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◆2024年 8月 27日（火）に、「2024年度沖縄キリスト教学院外部評価委員会」が実施された。当

該委員会では「第 5次中長期計画及び第 5次中長期アクションプラン」に基づく取り組み内容の

進捗状況結果を中心に、外部評価委員、学内出席者にて議論を行っている。今回の会議の内容に

ついては、真栄田企画推進課長より別紙①「2024年度沖縄キリスト教学院外部評価委員会 議事

録」を基に報告がなされ、その内容、公表について「問題なし」として全会一致で承認された。

その上で当該議事録は、外部評価報告書の一部としてまとめられ、後日本学公式ウェブサイトに

て公表されることが確認された。 

また、外部評価委員からの提言及び意見については、学内担当部署にて内容を共有し、改善向

上に反映させるよう確認がなされた。 

 

（外部評価委員の意見の一部抜粋） 

 ・観光文化学科について、志願状況はどうだったか。（回答は別紙①P2 L8～13参照）【中長期目

標Ⅲ(1)】 

 ・定員充足は重要課題であり、課題の結果分析は大切である。 

・中退学率の減少の理由は何であったか。（回答は別紙①P2 L26～35参照）【中長期目標Ⅰ(3)】 

・大学ホームページ上 YouTubeや Instagramによる情報発信が充実している印象である。広報

という視点でホームページや SNS は高校生にとって有効なツールとなるため、今後も更なる

発信をしてほしい。【中長期目標Ⅲ(2)①】 

 ・TOEICの受験成果や、英語教育センター設立による英語教育の充実に関連して、検定資格は社

会で評価されるため、学生には受験してもらうのが望ましい。留学の際にも TOEFL スコアな

どの社会的評価が求められている.【中長期目標Ⅰ(2)③】 

  ・ICT活用に関連して、ノート PC等の保持率が低い。【中長期目標Ⅰ(5)②】 

 ・沖縄社会とアジアと世界への貢献に関連して、刺激を受ける重要な機会として、学生のうち

にアジアに行き、海外を体験してほしい。【中長期目標Ⅱ】 

 

 

（主な質問） 

 外部評価委員委員長より質問のあった TOEICの件について。高校までは英検が重視されるが、

外部からみた場合、大学では TOEICが重要視されるという印象があるのか。 

→（回答）社会が求める英語力としては、TOEICがわかりやすい指標として広く認知されている

と考えられる。 

→（回答を受けての意見）英語科における TOEICの体制は、今後英語コミュニケーション学科

に移管されるはずなので、第三者評価も見据えた形で備えていくべきと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 

 

５．参考資料：2024年度外部評価委員会当日資料 

 

 

 

 

 

※ 次頁以降、委員会当日の資料頁でそのまま掲載する。また、学内資料や別冊等資料については

省略する。 

 

 



（別冊・別紙資料 

により掲載省略） 

 

目  次 

 

 

 

１．外部評価委員会出席者 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

２．外部評価委員会座席表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

３．第５次中長期計画 2023 年度自己点検結果  ・・・・・・・・・３ 

４．第５次中長期計画アクションプラン 2023 年度取組結果  ・・・13 

 

参考資料① 2024 大学案内 （別添） 

参考資料② 学報 （別紙） 

参考資料③ キリガクキリタン通信 第 4 号 （別紙） 

 

 

 （学内資料により掲載省略） 
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１．外部評価委員会出席者 

 

（１）外部評価委員 

分 野 氏 名 所 属 ・ 役 職 

学識 高嶺
たかみね

 豊
ゆたか

 NPO 法人エンパワメント沖縄 理事長 

地域 島田
し ま だ

 純
じゅん

 沖縄県立西原高等学校 校長 

地域 上野
う え の

 良
りょう

太
た

 西原町役場 総務部企画財政課主幹 

 

 

（２）沖縄キリスト教学院大学・沖縄キリスト教短期大学役員・教職員 

役 職 氏 名 所 属 

理事長 伊
い

波
は

 美智子
み ち こ

 学校法人沖縄キリスト教学院 

学長 金
きむ

 永
よん

秀
す

 
沖縄キリスト教学院大学 

沖縄キリスト教短期大学 

副学長 上
うえ

地
ち

 恵
けい

龍
りゅう

 
沖縄キリスト教学院大学 人文学部 

観光文化学科 特任教授 

人文学部長 新
あら

垣
かき

 誠
まこと

 
沖縄キリスト教学院大学 人文学部 

英語コミュニケーション学科 教授 

短期大学部長 照屋
て る や

 建
けん

太
た

 
沖縄キリスト教短期大学 

地域こども保育学科 教授 

教学支援部長 

IR センター長 
城
しろ

間
ま

 仙
せん

子
こ

 
沖縄キリスト教学院大学 人文学部 

英語コミュニケーション学科 教授 

学生支援部長 新垣
あらかき

 友子
と も こ

 
沖縄キリスト教学院大学 人文学部 

英語コミュニケーション学科 教授 

事務局長 與那
よ な

原
はら

 馨
かおる

 学校法人沖縄キリスト教学院 

企画推進課長 真
ま

栄田
え だ

 美奈
み な

 学校法人沖縄キリスト教学院 

 



２．外部評価委員会座席表

理事長 学　長

伊波　美智子 金　永秀

沖縄県立西原高等学校

校長 副学長

島田　純 上地　恵龍

NPO法人ｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄ沖縄

理事長 人文学部長

高嶺　豊 新垣　誠

西原町役場　総務部

企画財政課主幹 短期大学部長

上野　良太 照屋　建太

教学支援部長

城間　仙子

学生支援部長

新垣　友子

事務局長 　企画推進課長

與那原　馨 真栄田　美奈

企画推進課職員

教卓

出

入

口

出

入

口
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沖縄キリスト教学院第 5 次中長期計画 

2023 年度自己点検結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 沖縄キリスト教学院第 5 次中長期計画 

計画期間：2022 年度～2027 年度（6 年間） 

 

（２）基本方針・ビジョン 

Vision70／2027 ～創立 70 周年の沖縄キリスト教学院のビジョン～ 

沖縄に根差し、グローバルな平和交流を目指す「万国津梁の民」の育成 

いと小さき者、地域に仕える人を育成するキリスト教教育の浸透 

 

  2020 年初頭より、世界的に蔓延した新型コロナウィルスは、日本と沖縄の社会情勢にも大きな危機

的状況を生み出した。当然、激動する社会的・経済的変化は、大学を含めた教育界にも大きな影響を

与えている。これは、又、進行する少子高齢化と沖縄社会の貧困状況の悪化に相まって、大学進学率、

入学後の休学そして退学傾向にも悪影響を及ぼしており、本学院は多大な影響をうけている。 

このような激震する時代状況に鑑みて、今回の中長期計画は、本学院の根本ともいうべき「建学の

精神」の重要性を再認識する。近年、世界で注視されている SDGs は、人類の未来を持続させるため

の基本項目であるが、まさに本学「建学の精神」と相通じるものである。単なる継承を超えて現実の

教育の場でこれを如何に止揚し敷衍するのかを問い直す。又、魅力ある大学として再出発するための

検証と実行が必要である。本学院の目指すべき教育の方向性を、以下３点の「ビジョン実現のための

中長期目標」で明らかにした。これらは、単なる箇条として羅列されるのではなく、相互に関連して

実行されるべきものである。 

 

（３）ビジョンを実現するための３つの中長期目標 

中長期目標Ⅰ．教育の充実と学生の満足度向上 

学びの充実と向上は、学生のキャンパス生活全体の満足度の基礎となる。そのため、本学の教育理

念に沿った形で学生達の学力の向上に着手することは、今更ながらに重要である。「学習支援センター」

を充実させて保育、英語、英コミを問わずその基礎的学力を伸ばす。また、「英語教育センター」の設

置による首尾一貫した英語教育の充実を図る。 

向上心のある学生の実力を伸ばすことのできる目的を設定し、それに達する方法論を模索、確立し

ていく。又、カリキュラム改革によって、教育をより魅力あるものへと改善・展開して高い教育の質

保証を行う。又、奨学金を最も必要とする学生に行き渡る、より効率の良い仕組みを構築する。学生

の将来のための資格取得の幅を広げることも重要である。この為、他大学等の教育組織との連携によ

る資格取得・検定合格を拡充させていくことは、学生達の将来のキャリアの可能性を広げるものであ

る。アジアを中心とした海外との交流プログラムを推し進める。これらの学び・交流・奨学金のプロ

グラムを相互に関連づけて、より効果的な教育の成果を得ることによって、将来の沖縄社会を支える

実力を有する学生を育成する。 

又、ハード面では、快適なネット環境の整備と共に安心・安全・便利な学校施設の拡充を行って、

学生の豊かなキャンパスライフを支援する。すでに行った建物の診断を基に、より広い用途を持った

教育的施設に改装する。これに並行して学生のクラブ活動を如何に活性化させるのかも課題である。 
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中長期目標Ⅱ．沖縄社会とアジアと世界への貢献 

本学の教育の方向性は、「沖縄」と「国際」の二つ即ちグローカルに展開される。本学院はこれまで

も「沖縄」の幼児教育の歴史に着実な軌跡を残してきた。その教育をより高度なものに発展させること

で、地域により密着したものにする。沖縄の地域的個性とともに普遍的なキリスト教主義と平和の思想

を持った教育の担い手を世に送り出すことは、地域を持続的に豊かにするための基本的重要事項であ

る。これに相まって、沖縄の文化・言語についての教育を高度なものに発展させる必要がある。 

「国際」を指標する教育においては、本学がこれまで基幹とした英語のみならず、韓国・台湾・フィ

リピン等アジアの言語と関連する社会・文化・歴史などの学びを充実拡張して交流を深める。これによ

り、広く深い国際理解の力を涵養して皮相的な隣人（国・地域）理解を脱して、グローバルレベルで相

互間の橋渡し（津梁）を可能なものとする。特に緊張関係の高まるアジアの状況において、本学院が「ア

ジア地域における平和構築の中心であるべき」（ヨハン・ガルトゥング）沖縄の教育機関であることを

覚え、歴史的学びを踏まえた草の根のアジアとの交流を通して学生たちが主体となり、共生・協働へ向

けた新たな平和的関係性を担う人材の育成を目指す。また、多様なバックグランドを持ったマイノリテ

ィーの人々と共生・協働することによって地球市民としての感性と自覚を涵養する。これらは持続可能

な人類の未来には不可欠である。 

具体的な交流の担い手の育成に向けて、平和産業である「観光」と関連ビジネスは、これからも沖縄

の基幹産業として発展が予測される故にその担い手を育てる。深い交流は、深い他者理解と共に自己理

解を伴い、平和を担う大切な感性を育む大きな機会となるであろう。世界に開かれた人材が沖縄にとっ

ても益となることを期する教育を目指す。 

 

 

中長期目標Ⅲ．財政状況の改善・強化 

冒頭に記したように、現在の本学を取り囲む環境は予断を許さない。入試や中退学などの厳しい状況

を乗り越えるために、組織の改組、改編が必要である。新学部・学科・コースの設置についてのこれま

での歩みの検証と方向性を定める作業を始める。 

カリキュラムを含むあらゆる面でのスリム化と集中化に取り組む。また、上記のような改革を通じた、

教育成果を社会に発信するブランディング構築と作業によって、本学の教育内容の充実とその成果を世

に示して評価される必要性がある。また、教育の将来的展望を開き、その幅を広げるために新学科等の

設置申請の作業を再度検討して前進させる。 
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1．中長期目標を達成するための 2023年度取り組み結果 

中長期目標Ⅰ．教育の充実と学生の満足度向上 

（１）教育プログラム改善による教育の質の保証 

①教学マネジメントの確立とそれに基づく PDCAサイクルの実施 

教学マネジメント委員会を中心に、アセスメント実施スケジュールに則った点検・評価は概ね実

施し、IR センターが集計・分析した結果をもとに、各学科は教育活動等の改善方策の検討に取り組

んだ。 

英語コミュニケーション学科においては、教授方法改善を推進するための FD ワークショップの

実施、学修成果向上に向けた修学ポートフォリオを活用した学生指導の強化、またアドバイザー制

度改革に取り組んだ。保育科においては、新教育課程に基づき保育者養成教育を実施し、教育の質

向上に向けた保育科 FD 研修を定期的に実施した。英語科においては、学生への履修指導を強化し、

外部アセスメントとして TOEIC-IP テストを活用、また英語科 FD ワークショップを実施した。 

 

②カリキュラム編成の見直し、改善 

カリキュラムの適切性に係る検討として、教学マネジメント体制のもと、アセスメント・チェッ

クリストに基づき取り組んだ。 

英語コミュニケーション学科では、2024 年度観光文化学科設置に伴う教育課程の見直し及び改

正（共通科目・専門科目の再編成）を行った。保育科は再課程認定事後調査対応として 2023 年度

より開始した教育課程について完成年度前のため、また短大英語科は 2024 年度より学生募集停止

のため、カリキュラム編成の見直しは行わない。 

 

③修学ポートフォリオを活用した学生の学修（学習）成果の向上 

2022 年度より全学的に導入した修学ポートフォリオを活用し、教学マネジメント委員会におい

て「修学評価状況」より学生の学修成果の把握を行った。 

英語コミュニケーション学科では履修登録オリエンテーションにおいて、また英語科・保育科で

は初年次授業「フレッシュマン・セミナー」等において、修学ポートフォリオの説明や記入指導を

行い、学修（学習）成果の可視化及び記載率向上に努めている。 

 

④「英語教育センター」設立による英語教育の充実 

英語教育センターは 2022 年度に先行して活動開始し、2023 年度に委員会を設置した。英語関連

資格対策講座の実施やオンライン自主学習ツールの検討など、英語教育の充実に向け取り組んだ。 

 

⑤学習支援センターの強化 

学習支援センターへの人員配置が不足しており、指標達成に向けた取り組みが不十分である。学

習支援の学内における体制再構築が必要である。 

 

（２）キャリア教育と就職支援の充実 

①就職・進学率及び正規雇用率の向上 

各学科ともに就職・進学率の数値目標は達成できたが、正規雇用率は達成できなかった。 

キャリア支援課と保育科が連携し、保育所・幼稚園・認定こども園の学内説明会を実施した。 
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②キャリア教育プログラムの充実 

学生のキャリア形成を支援するオープン・カンパニーやインターンシップへのエントリーを推進

し、キャリア支援課とゼミ担当教員、アドバイザー教員が連携しサポート体制を整えている。 

 

③資格取得支援（準正課・正課外）の充実 

卒業年次の TOEIC受験者数は目標に達しなかった。全体の資格取得奨励金給付実績額は増加した。 

 

（３）学生支援の充実 

①奨学金制度の見直しによる修学支援の充実 

学内奨学金制度の見直しは実施できなかった。2023 年度は星槎大学連携教員免許状取得者に対

する奨励金を初めて給付した。 

 

②中退学率の減少 

学生カードや奨学金情報を学生課と学科が共有し、学生面談に活用している。2023 年度の退学

率は、英語コミュニケーション学科 4.6％、英語科 1.1％、保育科 5.8％となっており、前年度と比

べ英語コミュニケーション学科は微増、英語科及び保育科は減少している。 

 

③学生生活支援の充実 

学生満足度向上のため、大規模修繕工事計画の一環として、保育科特別教室の改修及び空調更新

工事を実施した。また、2021 年度にリニューアルした学生ユニオンは新しさと明るさを兼ね備え

ており、学生の利用は増加している。 

 

④課外活動による学生生活の充実 

新型コロナウイルスによる制限が緩和され、新入生歓迎スポーツデーを 4 年ぶりに開催した。コ

ロナ禍で縮小した課外活動については、学外活動の促進までには至っていない。海岸や大学周辺の

清掃活動を行う WLO サークル（2023 年度学長賞受賞）は、定期的に活動しホームページで活動

報告を行った。 

 

（４）海外研修プログラムの充実 

①既存プログラムの見直し 

新型コロナウイルスの影響により2020年度から中止していた台湾語学研修が4年ぶりに復活し、

英語科及び英語コミュニケーション学科の学生 11 人が参加した。ハワイ研修は円安・物価高によ

る価格高騰から中止となった。 

 

②新規プログラムの構築 

2023 年 4 月に韓国の韓信大学校と交流協定を締結した。海外協定校との関係強化に努め、多様

な国際交流プログラムの構築に取り組む。 
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（５）安全、安心、快適なキャンパス整備事業計画 

①大規模修繕計画に基づくキャンパス全体の教育環境の整備と緑化事業の推進 

建物劣化調査報告書に基づき、大規模修繕計画を保育科特別教室に絞り実行したが、工期が後ろ

倒しになったことから、2024 年度に完成予定である。 

 

②ICTを活用した教育システムの構築 

3 年計画の 2 年目にあたる 2023 年度は、S2-6 教室の PC43 台のリプレイスが完了した。また、

「BYOD（Bring Your Own Device）に関する利用実態の調査」を実施し、全体で約 37％の学生が

ノートパソコン（またはタブレット）を持ち込み学内利用している状況を把握した。 

 

③キャンパス再開発計画 

本学の出入口における渋滞緩和策として、西原町との連携により出入口道路に「おゆずりゾーン」

を 2022 年度に整備したが、引き続き、学生満足度を向上させるため、駐車場整備等に取り組む。 

 

中長期目標Ⅱ．沖縄社会とアジアと世界への貢献 

（１）沖縄地域社会への貢献 

①SDGs活動を通した持続可能な沖縄社会実現への貢献 

2024年度大学入学生適用カリキュラムの「共通科目」として「はじめてのジェンダー論」、「SDGs

概論」など、ジェンダー平等や多様性の尊重や SDGsについて学ぶ科目を設置した。 

  また、「しまくとぅば検定」の受験者数は 47人で年間目標数を超え、学生へのしまくとぅば普及

に関連する取り組みを進めることができた。 

 

②沖縄の幼児教育への貢献 

沖縄の保育・幼児教育に関する調査の実施、現職保育者への研修等の実施、西原町保育連絡協議

会との連携事業や意見交換会の実施など、十分な取り組みを進めることができた。 

 

③キリスト教を基礎とした社会貢献活動 

キリスト教関連科目において「隣人愛」についての学びを深めている。学外における社会貢献活

動として夜回り活動を実施した。 

 

④近隣自治体、企業団体等との連携 

西原町との包括連携協定に基づき、意見交換会、理科教育支援事業、学校教育支援授業、保育科

学生対象の特別講義などの取組みを継続して行った。 

沖縄キリスト教学院大学は 2024 年 1 月に、一般財団法人沖縄観光コンベンションビューローと

の包括連携協定、及び、有限会社 FEC オフィスとの包括連携協定を締結した。 

 

⑤近隣高校との連携 

西原高等学校との包括連携協定のもと、短大授業への高大連携生の受入れ、及び大学教員による

特別出前講座を行った。また、本学の教員が県内高校を訪れて専門分野に関する講義を行う出前講

座については 7 校で実施した。 
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（２）アジアと世界への貢献 

①アジアの学びと交流、マイノリティーへの学びと理解、沖縄・自己の理解の深化 

2024 年度以降の取り組みとなっている。 

 

②留学生の受け入れ計画 

協定校からの交換留学生受け入れ実績はなかった。受け入れ体制整備について引き続き取り組む。 

 

中長期目標Ⅲ．財政状況の改善・強化 

（１）安定的な学生の確保 

①志願者の増加 

高校訪問や高校内説明会開催、ガイダンスへの積極的な参加、オープンキャンパスの開催回数の

見直しなど、志願者増のための入試広報に取り組んだ。 

 

②入学者の安定的確保と収容定員 1.0倍の確保 

人文学部英語コミュニケーション学科は 2024 年度入学者数が前年度より増加し、定員 90 人を 3

年連続確保した。2024年度に新設の人文学部観光文化学科及び名称変更の地域こども保育学科は、

入学定員を満たせなかった。入学者確保に向け入試広報の強化等に取り組む。 

 

③入試制度の見直し 

新学習指導要領を踏まえた 2025 年度入試に向けた試験科目・内容の見直しについて、英語コミ

ュニケーション学科及び地域こども保育学科は 2022 年度に実施し、観光文化学科については 2023

年度に行った。オンライン出願については、2024 年度も引き続き検討していく。 

 

④戦略的な募集活動と募集活動の質の向上 

入試課を中心に、高校訪問やガイダンス参加、大学案内作成、オープンキャンパスに積極的に取

り組むことができた。SNS の活用については、入試課と企画推進課が連携し、Instagram の更新

を強化しフォロワーも増加傾向にある。また新たにバス広告等を実施した。引き続き効果的な募集

活動に取り組む。 

英語コミュニケーション学科では、オープンキャンパス、高校訪問時にパフォーマンス系科目を

紹介するなど学科の魅力を伝えた。保育科では学科単独のZoomオンライン入試相談会を実施して、

保育に関心のある社会人の開拓に努めた。学科アピールに繋がるオンラインコンテンツ作成につい

ては、各学科とも未実施である。 

 

（２）広報戦略の強化 

①大学広報体制の構築・強化 

企画推進課を中心に、SNS 発信や動画作成などに取り組んだ。また、観光文化学科新設（2024

年 4 月）や包括連携協定調印式に関する記者発表会を開催し、積極的な大学広報に取り組んだ。学

院全体の年間プレスリリース 21 件のうち、新聞掲載が 14 件、テレビ放送が 8 件となり、前年度よ

り増加した。 
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（３）教育コンテンツを活用した収入増加への取り組み 

①学外向け講座等の拡充 

オンライン公開講座（同時通訳講座 21 名受講）を開催した。学びなおし講座については検討し

たが開設にいたらなかった。 

 

（４）新学部・学科設置、改組 

①建学の精神と本学の特色を活かした学部学科設置の検討 

沖縄キリスト教短期大学英語科（入学定員 100 人）は、1963 年 3 月の設置以来、60 年間で 8 千

人余の卒業生を輩出してきたが、今般の 18 歳人口の減少等の社会情勢の変化もあり、学生募集が

難しい状況となり、恒常的に定員割れが続いたことから、今後の英語科の在り方について検討を重

ねてきた。 

その結果、英語科が保持してきた英語教育の資産を観光学に合わせて継承発展させるべく改組転

換して、沖縄キリスト教学院大学人文学部に、新たに観光文化学科（入学定員 90 人）を設置する

ことについて、2023 年 3 月理事会にて決定した。2023 年 4 月に沖縄キリスト教学院大学人文学部

観光文化学科設置の届出を行い、8月に人文学部収容定員増に係る学則変更が認可された。 

2024年 4月の「観光文化学科」の設置に伴い、英語科は、2024年度の入学者から募集を停止し、

今後、英語科の在籍学生がいなくなったときに廃止することとなった。 

また、2024 年度より短期大学保育科の学科名称を「地域こども保育学科」へと変更する届出を

2023年 4月に行った。 

   

（５）組織改編、統廃合による業務の効率化・経費削減と経営・ガバナンス強化 

①組織のスリム化 

事務組織の見直しは不十分であり、各種センター機能の見直し及び専門業務のアウトソーシング

について引き続き検討する。 

 

②法人と教学の連携強化と監事機能の強化 

理事会・評議員会及び学内会議をオンライン開催も可能としたことで、会議への出席率が向上し

た。また監事監査計画に基づく監事監査を実施し、監事との連携により公的研究費の不正防止シス

テムを強化した。 

 

③体系的 SDによる人材育成と人員計画 

新任教員向け学内研修を実施したが、段階的・体系的な SD は十分ではない。2024 年度以降も引

き続き取り組んでいく。 

 

④積極的な情報公開 

本学公式ウェブサイト内「情報の公表」において、学習成果及び教育成果に関して、各種アンケ

ート（授業改善アンケート、学生生活実態調査、学生満足度調査等）の IR 分析データを公開して

いる。 
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（６）財政計画・財政基盤強化 

①財政健全化計画と資産積み立て計画の策定 

教室改修期間が次年度まで延長したため、大規模修繕に係る特定資産等の取り崩し計画を見直し

た。特定資産の積み増しについては計画通り実施した。 

 

②外部資金獲得への取り組み 

建築遺産保存募金事業の推進により寄付金獲得に取り組んだ。科研費獲得にいたらなかったため、

教員が円滑に科研費を申請できるよう周知とサポートに積極的に取り組んでいく。また、外部助成

金として地域振興研究助成金の採択が大学 1 件、短大 2 件となった。 

 

③人件費の安定化と働き方改革への対応 

労務管理や人事考課制度に関する研修に参加し、見直しに向け取り組んでいる。 

 

 

 

2．中長期計画アクションプランにおける各指標の単年度達成度結果 

（１）第５次中長期計画では、「２．基本方針・ビジョン」を踏まえた基本項目及び施策における主な

取り組みを設定したアクションプランを策定し、計画の達成状況を可視化するため、KGI※1及び

KPI※2の指標を取り入れている。 

    ※1 KGI（Key Goal Indicator）：重要目標達成指標 

    ※2 KPI（Key Performance Indicator）：重要業績評価指標、KGI を達成するためのプロセ

スの進捗を測る 

 

〔中長期計画の指標化イメージ〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中長期計画総合評価 
○○％達成 

中長期目標Ⅰ．教育の充実と～ 
○○％達成 

中長期目標Ⅱ．沖縄社会と～ 
○○％達成 

中長期目標Ⅲ．財政状況の～ 
○○％達成 

基本項目(1) 
○○％達成 

基本項目(2) 
○○％達成 

Ｋ
Ｇ
Ｉ 

基本項目(3) 
○○％達成 

施策① 
○○％達成 

施策② 
○○％達成 

各基本項目の達成率
の平均値 

各目標の達成率
の平均値 

各施策の達成率
の平均値 

施策③ 
○○％達成 

Ｋ
Ｐ
Ｉ 

達成を 100 とした
ときの達成率 

取り組み a 
●●％達成 

取り組み b 
●●％達成 

取り組み c 
●●％達成 

各取り組みの達成率
の平均値 
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（２）2023 年度の達成度結果は以下のとおりである。 
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